
＜謬史探究◎＞平定時代® 吾杵書P. 62北6b"
回藤原氏北宝冦遷i <3年との⇔
①北家の藤原冬暑司It山差峨天皇叫忌ぃ信任を得で蔵人頭になり（◎）、讀家

道餞関係を結び、左大臣にまで早進した。その子の<1. >は、
(2. )年有ヵ署族(J) <3 >ゃ三湮の一人で続くク ＞ら
叫み

仁痢天皇\」:ttす奇謀反の築いで政界沢ら追ぃ落とした。

(I)藤原準砕で、藤原氏北家の侵位を確立した人は？（ ) 
(2)(t)に謀反の疑い在力‘けられ、伊豆に流された人物で．三筆の 1人は誰が？

() 

②この(~. )で、 <6 ． 氾皇太子を廃され、 1の妹磁篠各
の皇子く7. '>ヵゞ皇太子となった。 7が即位してく8. >と

辱と、 11~天皇五鼠‘［母冠疇］訊血を利用して太政大臣とな某。
(l)糾2年に皇太子恒自親王ヵ噴届され、伴•福氏が失朋7した事件を？

() 

回摂政の始まリ
① 1の煉の雷早 8との子であ~<9.
捻と、科産支［母方の相父］のく10.

＞力‘:8窃年(;::: 9歳で即位
＞Iい事実上の (II. )とな某。

11とは幼知天皇に力t)!)て政務を代行する蹴で 10は臣下ネlIの 1 （であよた。

(I) 天皇が幼少の間に、その政務を代行す却韮応：：：とを？ ( ) 
(2)亨I訊l)として冠［の政務を代行した人物は？ ( ) 
(3) (2)が (1)に就任したときの天皇 1り ( ) 

ｮ(D. )年、大納言く13. >ヵ汀差峨天皇違子で左た臣の

く11: >の翠Pを狙って、平安荒(])(Is. )正門の(f6. )に
放火した。 131さ閉3罪を着せようとしたが、直相が発覚し、 9 と <17. >.ぅ

は流罪とな某。こ叫糾牛を (18. )といい、このとき 11む正式｀に 1 にな表。
し

(I )866年平守窓の朝堂院碩輝Iの正門が放芯虫坦枷紆（ ) 
(2)(1) は誰が誰に罪ち着せようと起以した皐件炉？

（）が()に



回間白の始まリ
① 1(/)蕃子のく1q_ >は．<!n. >天皇を藤位迂、イニ明天

皇行子である <2l. >豆嘆させた。主歳だ‘::>た天皇はこれに報認
起に、 884年に 1qを初めて (m. )とした。こうして天皇が幼少のときは ll、

成‘人したら22 となって政衰を応と＼＼ぅ摂陵戚治の先例がっぐられた。

(1) 冦！の成人後に政程を行う令外官のことさ？ ( ) 

(2) 初めて（！）にな泰人は？ ( } 
(3)防、（2）を (1) に任じた天皇は？ ( 

◎そして、 2l (J)子(!)<23. '>が 887-年に艮F位すると、 IQ lむ正式‘l逗とな某。

和際、幼認ご%. .Jと続のを r牡目の石の官頂桟且さと、 I袢叶祖羨した。翌年

天皇は非を契め、文書を起草した<25 >を処罰した。この車牛を21f.の

(26. )と＼＼し＼．.22叩也位を確立した。

囚寛平の治叫国喀隙係の変化
① 19の死後＜刃． ＞は摂政・闇白を翫ず、くお． ･ 
を重用して r2q ..Iとよ9拓る親政をおこな素：。このとき造唐使に任命

された 28の意見 I~よリ、 (30. )年の遺唐使が中止され以後廂止された。また、

蔵人所を拡充し、その指揮下 1ざ替恥警備にあ謬（31 )をおいた。

(9)宇為天皇に重用され、舒綽証lお喜庖使停止を進言した人物1芯？
() 

@907年1寸習が滅ぶと、やがて (32. )がおこ亭。 960年に田が建国されままで
の胴、東アジアは動乱の時代を迎える。朝触半鳥では 9I8年に (33. )力‘"
お叫、滋 ）を滅ぼし、中国乗北蔀にあ某渤海も（お )[ ］に
澱栽拓~ (92岬）。

(I)唐｝威亡後の分裂時代‘を経で、 96~1~中国を統一したのは？ ( ) 
(2) 屯斉に新躍を滅ぼし、朝鮮半鼠を統一したのは？ ( ) 
(3) q％年に渤海を浪｀ぼしたの（ま？ ( ) 
③32とは正式な国交甜結ばな芯たが、、 32(f)栢船はしばしば (36. )It:来銃した
(J)で~<37. >如叶曽がこの船に便乗しで中国に渡某。



回摂政間白を置かない政治
①宇あ天皇が子の <1. >に譲位す忍とく9. >は
右大臣とな某力‘:(3. )年に左大臣 <4. >(/)希骸によ文
(.5. )に左還され、 90穿I~丈宰府で死去した。この2の倍璧虚りを
恕れて、詞に（6. )天洗宮がつく拓、 6天神としてまっ釦瓦学(/)知却民

｀天皇の後即位した冦！は？ ( } 
(2)(l)のときの右大臣．左大臣砂右埠：（ ）／却臣（

®rも摂政•OO白をおかず：『7． 』と呼1和る親政甜＇Tった。 (8. )年

には罪E田を命し:'_ (9. )を出すなと·律令体制の復寧が目
指却蒜、 90l年には六国史の最後であ針IO. 』が、 90呑には
晨初の勅揖和敢潅(i'11. 』が編塩された。

"1)醍醐天皇の治世のことき？ ( )I 

＞が‘‘
＞が即位蕊と、

⑨ 1の後に子のく12. >天皇が即位したが： 4の弟くI3

摂•関白とな沿て政権を握よた。次いで弟(!)<lク
父の方針を知継いで、再び摂間をお力‘ず『15.
おこな来。 1 ・ 14-の政治は後世に "'16.

(l) 朱雀天皇の後に天皇となった人物は？
(2)(1)がおこなった親政 1ま何と呼ばれたガ？

⇒と呼＃念親政を

メと思も誌れた。
(( 、

`
'
ノ
＼
ー
ノ

®し力‘し、地方政治の衰返ははなは茫‘しく、和ため、 902年の翠田が最後の
班田となリ的8年1：：僑遥された (17. )は、皇朝十二銭‘の影紅
な慕。こうして律令に基づく政治はほとんと行われなくな某。

®|午の死後、浴藁＇天皇が即位捻と、 13の子であ~<18. >が関白
とな某。このことに反発していた 1 の子で左大臣(/)<99. >は、 969年

<20. >(!)窓告 1甚むて失脚させられ、大宰府に流された。この

(21. )以後、 (2~. )され藤原氏の地位 1ま
確立した。



囚藤原氏の栄華
①摂政•関白が引き続いで任命され、政権の最高叫羞にあった IOc後半総 1(c

頃の政治を (23. )と呼び摂政•閑白を出す家柄を（匁 ) 

といい、藤原氏（宅． ）家が担某。

(1)宅和の変後、摂政·胴白が常置とな某力文このような政治形態を？
() 

(2)摂政•関白に任命される家柄を何というか？ ( ) 

②当特の粛族社会では、結婚した男せは男性が女性の実家に入~ 06. ) 
かこ．．

が為＜夫は妻の父の庇護を受け、また子とも（甜舟方の家で育て吋てるなと、母方

の緑が非常に重んじられていた。泳は天皇のもっとも身近な外戚‘として．文きな権力

を握某。
にし

®他氏肴澤を完了紐た藤原氏は、治の面点である藤匝氏のr-刃． ..I~ 

ぐる争いが始ま某。特に <28． 況匹釦浄ぃ、<2<1. >ｷ 
<3:J. >(/)叔父·甥の争いは有名芦泣が27となJ争いはおさま某。

®匁は、 <3(. 汀租．歳そ．籍学(f) 4人の穀を、それ和＜'dl. > ·言案．
ふIち凶今

後一条・後峰天皇の召点とした。そして 3/ の生んだく33. >天皇が 1016年
に即位捻と、匁は外租父として（34. ）とな某。 1017年には．（35. ) 

になiJ、 <36. ＞の日記『37. 』 1こ悼の世をば‘....J護預の歌裕‘
記されでいることガら 2％ときが藤原氏全盛であふ

I(1)10（西、後一条天皇の摂政とな某た人物は？ ( )I 
®さらI~刃の子のく38. >も後ー条後朱咎・媛鵞覧の3天皇の
（劣． ）とな条。（40． 洋、38は惹都の (4I. )lA噂挽嵐薗曇
譴で、 rLf-2. ...と呼記t：：：：。ちなみに匁 Iす互3. -'と呼1拓、彼の
日記を加． 』という。叙堂とは 2qが建てた(4-!5. )(J)こと。

(l) 後一条天皇以下3代の複政・陵白として、約択滓摺政権を握』たのは？
() 

⑥23では国政に鄭ゎる重要問題については、内裏の（%.
(4-7. )と＼＼が会謙で公蕃各自の意見が認られた。

）で行た
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